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１．はじめに 

 最近の国内の高等教育機関を対象とした調査

によると，eラーニングなど ITを活用した教育

を導入している機関は44%に達し，このうち大学

では51%と半数以上が導入している。［１］ その運

用形態は，大学間でコンテンツを共有し単位認

定をおこなっている大規模な例から，教員一人

または数名のグループでサーバーを管理し運用

している小規模な例に至るまでさまざまである。

インターネットが生活の一部になりつつある昨

今，ITを学習支援のツールの一つとして捉え，

より効果的な運用方法や教育効果のあるコンテ

ンツの開発に関する研究はますます重要になっ

てくるであろう。著者らはITの教育利用を携帯

電話にまで広げ，いつでもどこからでも活用で

きる機動力を生かした新たな利用方法を探るこ

とを目的に，さまざまな取り組みを進めている。
[2] 本研究は，これらの研究の一つに位置付けら

れる。 

eラーニングの学習形態を大別すると，学習者

自身のペースで学習を進める自習型タイプと対

面式授業との併用や補習用として活用するブレ

ンド型がある。前述の調査によると eラーニン

グのみの学習で単位が認定される自習型の利用

が 22%に対して，ブレンド型が 70％と多くの高

等教育機関では eラーニングを授業の補助ツー

ルとして位置付けている様子が伺われる。この

ことは，一般企業などでの利用とは異なり，大

学などでは学習者のモチベーションをいかに高

めるかが教育効果を上げる重要な要素になって

いることの現れであろう。本報告は，ITを活用

し野外と教室とをリアルタイムに結ぶ学習シス

テムを構築し，学習者の興味や意欲をいかに高

めるかに焦点を当てた一つの試みである。 

２．システム 

 図１は野外からの学習コンテンツを配信する

ためのシステムで，『Realなび』［3］をベースに本

研究用にカスタマイズされたものである。現地

からは，携帯電話を使って静止画や動画，GPSを

使った位置情報の送信および教室からの問いか

けに対する応答が可能となっている。また，教

室の学習者を対象に予め用意された問題の表示，

非表示，正解の変更など，現地から携帯電話を

使ってコントロールできるようになっている。

教室の学習者は決められたサイトへアクセスし，

現地からの情報と学習に関連する情報を参考に

しながら課題に取り組む。 

３．実験 

今回は森林の垂直分布をテーマに，教室の学習

者が現地から送信される樹木の写真，位置情報お

よび標高データをリアルタイムに受け取り，その

データを基に第３者に向けたWebコンテンツを作

成する実験をおこなった。野外の情報発信者は調

査地域を移動しながら測定地点を決めて周囲を

代表するような樹木の全景写真と樹皮あるいは

葉の写真を撮影する。また，GPSを使ってその地

点の緯度経度および標高を測定し，写真と共に送

信する。送信された情報はWebサーバーへアクセ

 メッセージ 
静止画・画像 
位置情報・標高

問題の制御 
現地 

教室 

 
図１ 実験に使われたシステム 

2006 PCカンファレンス　8/3-5　立命館大学衣笠キャンパス

11



スする学習者に配信され，学習者はこの情報を基

に森林の垂直分布図を作成する。 

実験は，2006年6月9日日光の山岳地帯を対象

に実施した。参加者は本学科 3，4年次生の選択

科目である環境情報調査演習の受講者で現地に

赴いた学生3名，スタッフ1名，教室からコンテ

ンツ作成にあたった学生9名およびWeb上から質

問に答える補助スタッフ１名である。課題の対象

地域は標高 690ｍの日光市郊外を起点とし，標高

1900ｍの金精峠までの区間に観測地点６箇所を

定めている。（図２の１から６） 

図3は各測定地点から送信された位置情報と標

標高データを基に，教室の学習者が作成した観測

点１から観測点６までの観測経路に沿った断面

図である。この断面図には，代表的な測定点で撮

影された樹木の画像が提示され，標高と樹種の関

連性をわかり易く表現する工夫がなされている。

また，この図は，Webコンテンツとして作成され

ているためハイパーリンク機能を利用して樹木

の詳細情報が別画面に記述されている。これらの

コンテンツの作成にあたっては，学習資料として

人工衛星の画像データを基に作成された植生分

布図[4]，2005年9月，金精峠付近で実施された樹

木鑑定資料および森林の垂直分布の概要説明が

用意されている。学習者はこの資料と現地からの

情報を基にコンテンツの作成をおこなった。 

 

３．結果 

現時点では実験結果の分析が充分なされてい

ない段階であるが，以下のことが明らかになった。 

 情報を加工し発信する学習テーマの視点から

は，学習素材として，模擬的に作成された情報

を扱うよりリアルタイムに得られる現実味の

ある情報を題材にすることでより真剣に学習

する姿勢が期待できる。 

 課題作成にあたって現地から教室に向けての

一方的な情報提供に終始し，現地と教室とのコ

ミュニケーションをとることができなかった。

本システムの特徴の一つである現地と教室と

のコミュニケーション機能を生かし，より教育

効果を高める活用方法を研究する必要がある。 
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図２ 情報発信地点（１から６） 
地図は国際航業（株）NETMAPを使用 

 
図３ 作品例 
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